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第2四半期連結業績予想値と実績値との差異および通期連結業績予想の修正ならびに 

剰余金の配当および配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成26年 8月 4日に公表した平成27年 3月期第2四半期連結累計期間の業績予想と実績値との

差異に関し、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、本日開催の取締役会において平成26年 8月 4日に公表した平成27年 3月期通期連結業績

予想の修正、平成26年 9月 30日を基準日とする剰余金の配当および平成26年 8月 29日に公表し

た配当予想の修正を決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成27年 3月期第2四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異 

 （理由） 
   薬品事業において、主に中国、台湾、韓国におけるプリント配線板用めっき薬品の販売が想

定を上回り、また円安効果も重なったことから前回発表予想を上回る結果となりました。 
 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（A） 

百万円

9,000

百万円

1,700

百万円

1,700

百万円 

1,100 

円 銭

155.93

実績値（B） 9,384 2,145 2,173 1,441 204.31

増減額（B－A） 384 445 473 341  

増減率（%） 4.3 26.2 27.8 31.0  

（ご参考） 

前期第2四半期実績 
7,753 1,115 1,278 773 109.66

（注）平成26年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合をもって株式分割を行っております。

これに伴い、1 株当たり四半期純利益については、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行

われたと仮定し算定しております。 
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２．平成27年 3月期通期連結業績予想の修正 

 （理由） 

   通期の業績見通しにつきましても、第2四半期と同様の理由により営業利益の増加が見込ま

れるため平成26年 8月 4日に公表した連結業績予想を修正いたします。 

 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（A） 

百万円

18,500

百万円

3,600

百万円

3,600

百万円 

2,400 

円 銭

340.22

今回発表予想（B） 19,000 4,300 4,350 2,900 411.09

増減額（B－A） 500 700 750 500  

増減率（%） 2.7 19.4 20.8 20.8  

（ご参考） 

前期実績 
16,467 2,726 2,964 1,763 250.04

（注）平成26年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合をもって株式分割を行っております。

これに伴い、1 株当たり当期純利益については、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行わ

れたと仮定し算定しております。 
 

３．剰余金の配当および配当予想の修正 
平成 27 年 3 月期第 2 四半期末配当につきましては、最近の業績動向を踏まえ検討した結果、70

円から80円に増額いたしました。また期末配当予想につきましては、平成26年 10月 1日を株式分

割の効力発生日としておりますので、分割後の株式数を基準に１株当たり35円から40円に修正い

たします。これは分割前１株当たりに換算しますと80円となり、年間配当金は株式分割前換算で前

回予想に比べ実質20円の増配となる予定であります。 

 年間配当金（円） 

 第 2四半期末 期末 合計 

 

前回予想 

（株式分割前換算） 

     円 銭

70.00 

     円 銭 

35.00 

（70.00） 

     円 銭

－（注） 

（140.00） 

今回修正予想 

（株式分割前換算） 

 40.00 

（80.00） 

－（注） 

（160.00） 

当期実績 80.00   

前期実績 

（平成26年 3月期） 
55.00 55.00 110.00 

（注）前回予想および今回修正予想の合計は、第2四半期末（分割前基準）と期末（分割後基準）

で単純合計できませんので、記載しておりません。 
 
※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異

なる可能性があります。 
 

以 上 


